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Ｖｏｌ．３９

「まちづくりフォーラム」で

　　　　　　　　　　　　　当会活動を紹介

　去る６月12日、平成２２年度公開講座「にいがた

を元気にする～みんなで考えてみようではありま

せんか」が新潟市で開催されました。主催はにい

がたまちづくり学会 まちづくりフォーラム研究会で

す。

　内容は新潟大学田村教授による「Ｂ級グルメが

にいがたを救う～にいがたを元気にするために～」

の講演と、当会若月理事長 の「新発田を元気にす

る～加治川の恵み事業を通じて思うこと～」の活

動発表。

　田村教授は「餃子で有名になった宇都宮市は、

市職員（統計職）の人が、研修会で宇都宮の餃子

の消費量が多いことを知ったことがきっかけ。そこ

に市民が立ち上がり、餃子のまちをB級グルメとし

て発信。その後、浜松でも「餃子のまち」

　　

　

　２０１０年　　

Ｖｏｌ．４５

　ファームポンドで生き物調査

　５月２９日（土）、イバラトミヨの生息地、新発田市

久保・太斉のファームポンド及び六日町地区で、

恒例の生き物観察会を実施しました。

　 ４月に同地を訪れたときは水路の水量が少なく

て心配していましたが、今回は田植えも終わり水

がたくさん流れ込んでいました。

　早速、久保・太斉地区で捕獲の開始。

　最初にイバラトミヨが獲れて、元気でいることに

ほっとします。何匹か捕まえるうち、イバラトミヨの

稚魚も見つかりました。気温が低かったので孵化

がまだかなと思いましたが、稚魚が見つかったこ　

　　　　

とで来年への希望がもてます。ほかにトノサマガエル

やコオイムシ、ドジョウなど十六種が見つかり、まずま

ずといったところでした。

　場所を変えての六日町集落では、調査時間内では

イバラトミヨは見つかりませんでしたが、スナヤツメや

シマドジョウなどが見つかりました。

　寒かったので採れた生き物もの総量は少なめでし

たが、豊かな環

境がこの地に残っ

ていることを十分

に感じてもらえた

ことと思います。

として名乗りを上げ、結果、どちらも刺激し合い

ながら良い効果をもたらしている」、新潟にもB

級グルメはあると思うが、一つもエントリーが無

いのは消極的な県民性が有るのではないかと

の指摘もありました。

　若月理事長は、新潟県新発田地域振興局の

戦略事業で平成１５年から３ヶ年、取り組んだ

「加治川の恵事業」の総括と、加治川の桜実態

調査で、長堤十里桜堤構想で植樹された桜の

支柱が設置当時のままで、成長した桜の樹皮

に縄が食い込んでいたこと、春の土手草焼きで

桜の根元の樹皮が焼け焦げていたことなどを報

告しました。　また、新発田にとっての財産であ

る「加治川の天然プール」やダムの多機能活用

を利用した「内の倉ダムコンサート」の活動、絶

滅危惧種「イバラトミヨ」の保全活動などを報告

しました。

　



加治川ネット２１の活動報告

　　 2010年4月1日～6月30日

【４月】

４月　１日　広報（第11号）・会報（第44号）発送作業

４月１１日　イオン・イエローレシート助成授与式（出席）

４月２５日　春の山菜観察会（会員対象自主事業）

４月２７日　新発田市立荒橋小学校６年生総合学習

【５月】

５月１４日　聖籠町立蓮野小学校４年生総合学習

５月２９日　初夏のふるさと生き物観察会（自主事業）

【６月】

６月　６日　第７回　身近な水環境の全国一斉調査

６月　６日　板山・みどりの風「いきもの観察会」（受託）

６月　８日　新発田市立赤谷小学校３年生総合学習

６月１２日　第24回日本地域福祉学会交流会（協力）

６月１２日　にいがたまちづくり学会（講師）

６月１７日　新発田市立米倉小学校４年生総合学習

６月１８日　新発田市立赤谷小学校４年生総合学習

６月２１日　新潟市立太田小学校ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ総合学習

６月２４日　聖籠町立亀代小学校４年生総合学習

６月２６日　聖籠町立亀代小学校４年生総合学習

６月２９日　新発田市立二葉小学校４年生総合学習

定例会：４月 １日、５月６日、６月３日

会議等：

５月１１日　新発田市「市道建設に伴うイバラトミヨ保全

　　　　　　　水路の設計について」（事業相談）

６月　２日　農地・水・新発田地域協議会（出席）

　

　　

　

　

　　　

　　
　

日本地域福祉学会第２４回新潟大会
交流会で加治川ネットが汁もの提供

　　６月１２日（土）～１３日（日）、敬和学園大学で日本

地域福祉学会が開催され、その交流会で、料理の「割

烹北辰館」、飲み物の「あやめ酒舗」とともに、加治川ネッ

ト２１が「越佐つみれ汁～加治川がつなぐ～」と題した

汁ものの提供を行いました。

　　当日は様々な事業が重なり、集まった当会スタッフ

は料理とは縁遠い(?)４人。このメンバーで人に食べて

もらえる汁ものが提供できるのかと心配しましたが、強

力助っ人の料理人佐久間さん、小林さんが加わり、何

とか時間までに調理を終えました。料理は苦手でも配

膳や呼び込みは得意なスタッフたち。あとは「お任せく

ださい」といった感じです。

　　当日は、気温が２５度を超えるような晴天で、ビール

などの冷たい飲み物が好まれていたようですが、越後

つみれ汁へ食指が動いた人も多く、参加した皆様から

「とてもおいしい」と、お褒めの言葉をいただきました。

中には「つみれ汁は初めて」という方もいて、食文化の

違いの一端を感じました。

　佐渡沖でとれた旬のイワシをつぶした「つみれ」や内

の倉ダム上流の沢から摘んできてもらった「水菜」を興

味深そうに見ている方もいましたが、新潟らしい季節に

あった食材で、越後の海と山の幸を堪能していただけ

たのではないかと思います。

　今回、加治川ネットに汁もの提供の声が掛かるきっか

けとなったのは、１月に参加したしばた雑煮合戦で当会

が「地場産食材こんとん雑煮」を提供したこと。暑いの

で今回は「雑煮」とはいきませんでしたが、出店ノウハ

ウは十分(?)です。雑煮合戦は散々な結果でしたが、こ

んないい出会いの場につながったことはうれしいことで

す。

これまでは遠慮気味に

行っていた「食文化」の

活動ですが、これからは

もっと表に出てみるのも

いいのかもしれません。　

加治川ネット２１これからの主な活動予定

　　　～参加・協力スタッフ募集中～

８月1日　 水辺の大楽校(加治川天然プール)

８月中旬　ファームポンド生き物調査

　　　　　　 地域生き物調査（両新田地区）

同上　　　　　（向中条地区）

　　　　　　　「エコフェスタ‘10」出展

10月　　　　きのこ観察会（会員対象）

　　　　　　　ふるさと生き物調査

　　　　　　　第9回内の倉ダムコンサート
　


